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研究成果の概要（和文）：児童虐待死亡事例について裁判記録等を用いて検証を行い、分析した。従来の検証報告に、
裁判記録等から得られた新たな情報を加味して、事例研究会資料を作成し、それらを用いて事例研究会を開き、虐待死
予防の効果的な介入のポイントの発見について検証した。
本研究の裁判記録等を用いる方法は従来の検証では見えづらかった加害親の状況に接近でき、新たな情報を得ることで
、重要な介入ポイントの発見の手掛かりとなる。また、裁判記録を用いた検証結果を事例研究の資料にすることで、児
童虐待に関わる専門職の職員研修に、活用する有効性を提案した。この方法は児童虐待死に関わる専門職の育成に大き
な前進をもたらすものと考えられる。

研究成果の概要（英文）：This report investigated,analyzed and validated Child abuse death cases, using 
trial records. I added some findings obtained from the trial records to the existing method and built a 
new method which seems to be more effective. Then I held an case examination meeting to verify the new 
method whith better than the existing one.
The merit of this new method is for us to be able to take it into consideration what kind of situation 
the abuser parents are in. Also, this new method could pave the way to a better training program for 
professionals involved in child abuse death.

研究分野： 社会福祉

キーワード： 児童虐待死　裁判記録　検証報告　事例研究
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１．研究開始当初の背景
（1）児童虐待の現状
 今日、親からの虐待によって、子どもが死
亡するという事件が、連日のようにマスメデ
ィアで報道されている痛ましい現状がある。
その内容は、子どもの状況や家族などの詳細
な点についての違いこそあれ、似たような事
件が場所をかえ、時をかえ、くり返されてお
り、児童相談所などの関係機関が関わってい
た場合には、「なぜ、虐待死を防ぐことは出
来なかったのか」と問われている。そのよう
な状況の中で、児童虐待は深刻な社会問題と
なっており、児童福祉はもちろんのこと、心
理、医療、教育、司法など様々な分野で取り
上げられ、防止に向けた取り組みが進
る。 
（2）児童虐待への対応
 2000
に関する法律」が制定・施行され
後も、子どもに対する親からの虐待による死
亡事件は減少していない。このような状況の
中、2004
会保障審議会児童部会の下に、「全国の児童
虐待による死亡事例等を分析・検証し、児童
虐待への対応に携わる関係者が認識すべき
共通の課題を明らかにし対応策の提言を行
うこと」を目的として、「児童虐待等要保護
事例の検証に関する専門委員会」が設置され、
これまでに「子ども虐待による
検証結果等について」が
る。 
 
２．研究の目的
 研究
待死亡事例を再検証し、
スを明らかし、有効な介入について検討する
ことである。裁判記録等を用いることで、
童虐待による死亡事件の加害者や関係者の
供述内容や詳細な経過に近づき、「なぜ、虐
待をして死亡させてしまったのか」という動
機を知り、「どうすれば防げたのか」という
裁かれる側の弁明を聞くことで、社会的背景
を含めた、虐待に至り死亡させてしまった要
因を検討する。
（2005
の中で用いたものを児童虐待で応用したも
のである。
 さらに
した結果
催する
門職が
す。 
 
３．研
（1）
児童虐待死亡事例について裁判記録等の

分析を行う方法論を開発し、それに基づく事
例検討会の実施方法を示すという２つの方
法を用いている。
方法１では、児童虐待死亡事例について、
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（2
 研究に用いる資料については、以下のとお
りである。
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例報告や先行研究などを踏まえ、子どもに対
する親からの虐待による死亡事件について、
刑事確定訴訟記録法第４条第
検察庁に閲覧請求を行い、閲覧が許可された
文書を主な分析資料として用いた。具体的な
手続きについては、以下に箇条書きで示す。
①調査に出向くことが可能な関東圏の地方
公共団体で、児童虐待死亡事例について検証
委員会を設置し、報告結果をインターネット
上に公開している事例を選び調査した。
②上記事例について、当該検察庁に研究目的
を理由とし、閲覧申請書を提出する。
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公共団体で、児童虐待死亡事例について検証
委員会を設置し、報告結果をインターネット
上に公開している事例を選び調査した。
②上記事例について、当該検察庁に研究目的
を理由とし、閲覧申請書を提出する。
③閲覧が許可された裁判記録等を、当該検察
庁に行き、閲覧、許可された記録について
は複写を行う。許可される記録の内容や量は
検察庁や事件ごとにかなりの違いがある。
その際に指定された誓約書に許可された閲
覧についての遵守事項に誓約し、提出する。
２）国や地方公共団体による児童虐待死亡事
例報告 
すでに公表されている当該事例に関する

児童虐待死亡事例検証を資料とする。ほとん
どの場合がインターネット上で公表されて
いる。 

各機関から発表されている検証報告に、裁判
記録等から得た情報を加えて分析を行う。特
に、加害親の動機、虐待に至り死亡させてし
まった要因・経過について、従来の検証報告
では見えてこなかった事実が明らかにされ
ている点に注目した。分析に際しては、従来
の検証報告と裁判記録を用いた場合の違い
が明確に示せることを大きな視点として中
核に据え、事例検討会に適用できるようなフ
ォーマットや表現方法の開発を行った。

として、方法 1の分析結果を資料と
して、インシデント・プロセス方式を用いて
有識者や関係機関等の支援者・経験者などの
参加を得て事例検討会を開
事例ごとに虐待死に至ったプロセスを分析
し、虐待死防止に向けて、より効果的な介入
のポイントについて再検証した。
本研究の２つの方法を、以下の図

研究に用いる資料 
研究に用いる資料については、以下のとお

１）児童虐待死亡事例の刑事事件確定裁判記

国や地方公共団体による児童虐待死亡事
例報告や先行研究などを踏まえ、子どもに対
する親からの虐待による死亡事件について、
刑事確定訴訟記録法第４条第
検察庁に閲覧請求を行い、閲覧が許可された
文書を主な分析資料として用いた。具体的な
手続きについては、以下に箇条書きで示す。
①調査に出向くことが可能な関東圏の地方
公共団体で、児童虐待死亡事例について検証
委員会を設置し、報告結果をインターネット
上に公開している事例を選び調査した。
②上記事例について、当該検察庁に研究目的
を理由とし、閲覧申請書を提出する。
③閲覧が許可された裁判記録等を、当該検察
庁に行き、閲覧、許可された記録について
は複写を行う。許可される記録の内容や量は
検察庁や事件ごとにかなりの違いがある。
その際に指定された誓約書に許可された閲
覧についての遵守事項に誓約し、提出する。
２）国や地方公共団体による児童虐待死亡事

すでに公表されている当該事例に関する
児童虐待死亡事例検証を資料とする。ほとん
どの場合がインターネット上で公表されて

各機関から発表されている検証報告に、裁判
記録等から得た情報を加えて分析を行う。特
に、加害親の動機、虐待に至り死亡させてし
まった要因・経過について、従来の検証報告
では見えてこなかった事実が明らかにされ
ている点に注目した。分析に際しては、従来
の検証報告と裁判記録を用いた場合の違い
が明確に示せることを大きな視点として中
核に据え、事例検討会に適用できるようなフ
ォーマットや表現方法の開発を行った。

の分析結果を資料と
して、インシデント・プロセス方式を用いて
有識者や関係機関等の支援者・経験者などの
参加を得て事例検討会を開いた。そこでは、
事例ごとに虐待死に至ったプロセスを分析
し、虐待死防止に向けて、より効果的な介入
のポイントについて再検証した。 
本研究の２つの方法を、以下の図１に示す。

研究に用いる資料については、以下のとお

１）児童虐待死亡事例の刑事事件確定裁判記

国や地方公共団体による児童虐待死亡事
例報告や先行研究などを踏まえ、子どもに対
する親からの虐待による死亡事件について、
刑事確定訴訟記録法第４条第 53 条に基づき
検察庁に閲覧請求を行い、閲覧が許可された
文書を主な分析資料として用いた。具体的な
手続きについては、以下に箇条書きで示す。
①調査に出向くことが可能な関東圏の地方
公共団体で、児童虐待死亡事例について検証
委員会を設置し、報告結果をインターネット
上に公開している事例を選び調査した。
②上記事例について、当該検察庁に研究目的
を理由とし、閲覧申請書を提出する。 
③閲覧が許可された裁判記録等を、当該検察
庁に行き、閲覧、許可された記録について
は複写を行う。許可される記録の内容や量は
検察庁や事件ごとにかなりの違いがある。
その際に指定された誓約書に許可された閲
覧についての遵守事項に誓約し、提出する。
２）国や地方公共団体による児童虐待死亡事

すでに公表されている当該事例に関する
児童虐待死亡事例検証を資料とする。ほとん
どの場合がインターネット上で公表されて

各機関から発表されている検証報告に、裁判
記録等から得た情報を加えて分析を行う。特
に、加害親の動機、虐待に至り死亡させてし
まった要因・経過について、従来の検証報告
では見えてこなかった事実が明らかにされ
ている点に注目した。分析に際しては、従来
の検証報告と裁判記録を用いた場合の違い
が明確に示せることを大きな視点として中
核に据え、事例検討会に適用できるようなフ
ォーマットや表現方法の開発を行った。 

の分析結果を資料と
して、インシデント・プロセス方式を用いて
有識者や関係機関等の支援者・経験者などの

いた。そこでは、
事例ごとに虐待死に至ったプロセスを分析
し、虐待死防止に向けて、より効果的な介入

に示す。 

研究に用いる資料については、以下のとお

１）児童虐待死亡事例の刑事事件確定裁判記

国や地方公共団体による児童虐待死亡事
例報告や先行研究などを踏まえ、子どもに対
する親からの虐待による死亡事件について、

条に基づき
検察庁に閲覧請求を行い、閲覧が許可された
文書を主な分析資料として用いた。具体的な
手続きについては、以下に箇条書きで示す。 
①調査に出向くことが可能な関東圏の地方
公共団体で、児童虐待死亡事例について検証 
委員会を設置し、報告結果をインターネット
上に公開している事例を選び調査した。 
②上記事例について、当該検察庁に研究目的

 
③閲覧が許可された裁判記録等を、当該検察
庁に行き、閲覧、許可された記録について 
は複写を行う。許可される記録の内容や量は
検察庁や事件ごとにかなりの違いがある。 
その際に指定された誓約書に許可された閲
覧についての遵守事項に誓約し、提出する。 
２）国や地方公共団体による児童虐待死亡事

すでに公表されている当該事例に関する
児童虐待死亡事例検証を資料とする。ほとん
どの場合がインターネット上で公表されて



４．研究成果
 本研究では、
れている
この
では到達し得なかった児童虐待死防止に有
効な支援・介入の観点を事例ごとに明示する。
検証に用いた事例の概要については、以下

の表に示す。
 

 表１

 
（1）
発 
１）事例の提示資料の作成
 検証報告と裁判記録からの情報を時系列
に整理し、パワーポイント資料を作成し、参
加者が理解を深めやすいよう作成した。
 以下の図２は、行政検証報告と裁判記録等
の経過の比較の作図の方式である。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）重要な局面についての検証
 事例全体を事例ごとに適切な
面に分け、検討する。局面の数は事例の長さ
によって変化するものであり、本事例では上
記のポイント場面を３つに分けて実施した。
局面の切れ目は事例担当者が援助を実施す
る場面に挿入することが必要である。
偏る可能性がある。ソーシャルワーカーとし
ての純粋な視点を生かしていくために、職場
の利害関係を意識せずに検討できる立場の
ものを入れる。
以下の図３は、

について、

報告年・市

① H16

A 市 

② H16

B 市 

③ H20

C 市 

④ H20

D 市

４．研究成果 
本研究では、A

れている4事例について、裁判記録を用いて、
この 2つの方法で検討を行い、検証記録だけ
では到達し得なかった児童虐待死防止に有
効な支援・介入の観点を事例ごとに明示する。
検証に用いた事例の概要については、以下

の表に示す。 

表１ 裁判事例検証に用いた事例概要

）裁判記録等を用いた事例検討方法

事例の提示資料の作成
検証報告と裁判記録からの情報を時系列

に整理し、パワーポイント資料を作成し、参
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によって変化するものであり、本事例では上
記のポイント場面を３つに分けて実施した。
局面の切れ目は事例担当者が援助を実施す
る場面に挿入することが必要である。
偏る可能性がある。ソーシャルワーカーとし
ての純粋な視点を生かしていくために、職場
の利害関係を意識せずに検討できる立場の
ものを入れる。 
以下の図３は、
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る場面に挿入することが必要である。
偏る可能性がある。ソーシャルワーカーとし
ての純粋な視点を生かしていくために、職場
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加者が理解を深めやすいよう作成した。 
以下の図２は、行政検証報告と裁判記録等
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偏る可能性がある。ソーシャルワーカーとし
ての純粋な視点を生かしていくために、職場
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以下の図２は、行政検証報告と裁判記録等

の場
面に分け、検討する。局面の数は事例の長さ
によって変化するものであり、本事例では上
記のポイント場面を３つに分けて実施した。
局面の切れ目は事例担当者が援助を実施す

偏る可能性がある。ソーシャルワーカーとし
ての純粋な視点を生かしていくために、職場
の利害関係を意識せずに検討できる立場の
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の情報を「ポイント場面」として、作図する
際に用いた方式を示したもの
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2
１）
 裁判記録等を用いる方法は、現在、行政機
関が実施している検証方法と違って、加害親
の心境、状況、反応、行動に近づくことが出
来る数少ない手段のうち、実現可能な方法で
ある。従来の検証では、関わった機関の側か
らのみの見解であったが、裁判記録等を用い
ることで、加害親が児童相談所などの関係機
関からの関わり（面接や家庭訪問）や通報者
による通報等に対して、どのようなことを感
じ（心境）、行動していたか（反応）、その時
の環境・置かれていた状況はどのようなもの
であったかが、記されていて、知ることが出
来る。このことから、児童虐待に
者や関係者は、当事者性を踏まえた分析によ
って、新たな視点を経験し、視野の拡大につ
ながるものである。
２)
性 
①実証的検証によって専門性の向上
本研究が提案する

じた児童虐待死事例について、裁判記録をも
とに、実証的検証を加えること
向上を目指すものである。児童虐待死亡事例
は、専門職が関わったにも関わらず、結果的
には子どもが死亡するという「失敗」「反省」
思考が求められるが、その原因を明らかにし
てこそ、これからの実践に活かされるもので
ある
裁判記録を用いるには、フォーマットや表

現方法を開拓し、精緻化していくだけではな
く、事例検討という臨床的な感覚や見識を共
有し合う場の設定を行
と考えた。
このような事例検討の場が設定されるこ

とで、裁判記録を用いた事例検討が、児童虐
待死に関わる専門職種の育成に活用できる
と考え、関係機関の専門職によって実施した
事例検討会では、この新しい裁判事例研究が
事例検討会という場を通して、虐待死予防の
ソーシャルワーク実践の発見と開発に役立
つことを検証した。
 

関係機関 

県保健所 

他県児相 

 

の情報を「ポイント場面」として、作図する
際に用いた方式を示したもの

2）事例検討会の開催による効果
１）当事者性を踏まえた分析による視野拡大
裁判記録等を用いる方法は、現在、行政機

関が実施している検証方法と違って、加害親
の心境、状況、反応、行動に近づくことが出
来る数少ない手段のうち、実現可能な方法で
ある。従来の検証では、関わった機関の側か
らのみの見解であったが、裁判記録等を用い
ることで、加害親が児童相談所などの関係機
関からの関わり（面接や家庭訪問）や通報者
による通報等に対して、どのようなことを感
じ（心境）、行動していたか（反応）、その時
の環境・置かれていた状況はどのようなもの
であったかが、記されていて、知ることが出
来る。このことから、児童虐待に
者や関係者は、当事者性を踏まえた分析によ
って、新たな視点を経験し、視野の拡大につ
ながるものである。

)裁判記録等を用いた事例研究方法の有効
 
実証的検証によって専門性の向上
本研究が提案する

じた児童虐待死事例について、裁判記録をも
とに、実証的検証を加えること
向上を目指すものである。児童虐待死亡事例
は、専門職が関わったにも関わらず、結果的
には子どもが死亡するという「失敗」「反省」
思考が求められるが、その原因を明らかにし
てこそ、これからの実践に活かされるもので
ある。 
裁判記録を用いるには、フォーマットや表

現方法を開拓し、精緻化していくだけではな
く、事例検討という臨床的な感覚や見識を共
有し合う場の設定を行
と考えた。 
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